
①�最
さいきん

近の夏
なつ

は長
なが

くて、とても暑
あつ

いですね。たくさん
汗
あせ

が出
で

ます。水
みず

やジュース、お茶
ちゃ

などが飲
の

みたく
なります。何

なに

か飲
の

みたいとき、「喉
のど

がかわきました」
と言

い

います。とても喉
のど

がかわいたときは、「喉
のど

がカ
ラカラ」と言

い

います。暑
あつ

くて、何
なに

か飲
の

みたいと思
おも

っ
ているとき、「暑

あつ

すぎて、もう喉
のど

がカラカラです」
と言

い

います。そして、たくさん飲
の

んでいるときは、「ゴ
クゴク飲

の

んでいます」と言
い

います。水
みず

を飲
の

んでいる
とき、喉

のど

から「ゴクゴク」という音
おと

が聞
き

こえてきま
せんか。「今

き ょ う

日は暑
あつ

かったですね。ビールをゴクゴ
ク飲

の

みたいです」のように使
つか

います。

②�今
け さ

朝は寝
ね

坊
ぼう

しました。朝
あさ

ご飯
はん

を食
た

べませんでした。
今
いま

、午
ご ご

後1時
じ

です。何
なに

か食
た

べたいです。食
た

べたいと
きには、「お腹

なか

が空
す

きました」と言
い

います。とても
お腹

なか

が空
す

いたときは、「お腹
なか

がペコペコ」と言
い

いま
す。「ペコペコ」は「凹

へこ

む」と音
おと

が似
に

ています。「凹
へこ

む」は漢
かん

字
じ

の形
かたち

と同
おな

じでそこだけが下
した

にくぼんで
いることです。体

からだ

の真
ま

ん中
なか

にあるお腹
なか

だけが薄
うす

く
なっているみたいです。とてもお腹

なか

が空
す

いていると
き、「朝

あさ

から何
なに

も食
た

べていないから、もうお腹
なか

がペ
コペコです」と言

い

います。

③�それから、食
た

べ方
かた

に使
つか

うオノマトペがあります。そ
ばやうどんのような麺

めん

を食
た

べているときには、「ズ
ルズル」とか、「ズズッ」と音

おと

をたてます。日
に

本
ほん

では、
麺
めん

を食
た

べるときには音
おと

を出
だ

します。マナーが悪
わる

い
と思

おも

う国
くに

の人
ひと

もいるかもしれません。でも、日
に

本
ほん

では音
おと

が大
おお

きいことはおいしいことなのです。それ
に、音

おと

を出
だ

すと、空
くう

気
き

がいっしょに口
くち

の中
なか

に入
はい

っ
てきて、熱

あつ

いそばやうどんを冷
さ

ますことができます。
「ズルズル」や「ズルッ」という音

おと

を聞
き

くと、店
みせ

の
人
ひと

は嬉
うれ

しいです。みなさんが「おいしいです」と
言
い

っているみたいです。

　オノマトペは、音
おと

や声
こえ

、様
よう

子
す

を言
こと

葉
ば

で表
あらわ

したものです。「ドアをトントンたたきます」や犬
いぬ

が「ワンワン鳴
な

いています」、「星
ほし

がキラキラ光
ひか

っ
ています」のように使

つか

います。日
に

本
ほん

語
ご

で「擬
ぎ

音
おん

語
ご

」「擬
ぎ

声
せい

語
ご

」「擬
ぎ

態
たい

語
ご

」と言
い

います。
　日

に

本
ほん

語
ご

には、たくさんオノマトペがあります。日
に

本
ほん

人
じん

はいつもオノマトペを使
つか

います。オノマトペを使
つか

うと、楽
たの

しく話
はな

すことができます。
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